
インフルエンザ特集
インフルエンザの流行するシーズンに入りました。
インフルエンザは、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状が突然
現れます。併せて普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状もみら
れます。お子様ではまれに急性脳症を、ご高齢の方や免疫力の低下している方では
肺炎を併発する等、重症になることがあります。
手洗い、咳エチケット、予防接種などの正しい予防対策をしっかり行っていきま
しょう！ インフルエンザウイルスの

電子顕微鏡写真
国立感染症研究所より

インフルエンザ患者報告数
過去10年間との比較グラフ（週報）

インフルエンザ流行レベルマップ
2012年 第 4週（1月23日～1月29日） 2012年 2月1日現在

インフルエンザの種類と予防対策
｢国立感染症研究所 感染症情報センターHPより

●インフルエンザの種類
インフルエンザの原因となるインフルエンザウイルスは、Ａ型、Ｂ型、Ｃ型に大きく分類されます。この
うち大きな流行の原因となるのはＡ型とＢ型です。
現在、国内で流行しているインフルエンザは、Ａ/Ｈ１Ｎ１亜型とＡ/Ｈ３Ｎ２亜型（いわゆる香港型）、
Ｂ型の３種類です。
このうちＡ/Ｈ１Ｎ１亜型は、インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）2009と同じもので、平成２１年より前に季節
性として流行していたもの（いわゆるソ連型）は、平成２１年の新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）発生
後はほとんど姿を消しました。

●インフルエンザの予防方法（その１）
①流行前のワクチン接種
②外出後の手洗い等
　　→外出後は手洗い、うがい
③適度な湿度の保持
　　→50～60％の湿度を保つ
④十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
⑤人混みや繁華街への外出を控える
　　→不織布製マスクの着用

厚生労働省　「インフルエンザＱ＆Ａ」より
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http://www.settsu-seiyu.co.jp/other/20120119.pdf
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